
第１章　はじめに

　平成29年告示の中学校学習指導要領の外国語科の目標
として，｢外国語によるコミュニケーションにおける見
方 ･ 考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，
話すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や
考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコ
ミュニケーションを図る資質 ･ 能力を育成する｣（p. 10）
ということが目標として設定されている。つまり，中学
校の英語の授業においては英語を通じて実際にコミュニ
ケーションができる能力を育成することが重要視されて
いると言えよう｡しかし，学習者は外国語学習における

４技能の中で，スピーキングに最も不安を感じる（Hor-
witz, Horwitz & Cope, 1986）と言われている。そのため，
英語でコミュニケーションを行う能力を育成することに
重点が置かれている現在の中学校の英語の授業において，
授業内で不安を感じる生徒は多いことが考えられる｡そ
して，平成29年告示の中学校学習指導要領の外国語科に
おいて，「授業は英語で行うことを基本とする｣（p. ９）
という記載があるため，日本語を使って進められる他の
教科の授業と比べると生徒が不安を感じやすい教科であ
ると予想される。実際に，北條（1992）では大学生対象
の研究ではあるが，59名のうち40名が大学の英語の講義
に対して不安を感じていることが明らかになっている。
　また，外国語の授業における不安を測る指標として，
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が多くの研究で用いられている。しかし，それらの研究
は日本以外で行われているものや日本人大学生を対象と
したものが主であり，日本人中学生を対象とした研究は
ほとんど見られない。そのため，本研究では日本人中学
生に対してFLCASを実施し，FLCASが日本人中学生に
も適用可能であるか検証する。また，英語の授業におけ
る教師の教授スタイルに着目し，生徒が感じる不安との
関係を調査する。この調査によって，教師がどのような
教師像であれば生徒が感じる不安を軽減することができ
るのかを調べることができ，不安の少ない教室環境を作
り出す上で一助になるであろう。

第２章　先行研究

2.1　外国語の活動と不安
　平成29年告示の中学校学習指導要領の外国語科では，
先程述べた中学校外国語科における目標を達成する際に，
外国語教育の特質に応じて生徒が物事を捉え，思考する
｢外国語によるコミュニケーションにおける見方 ･ 考え
方｣を働かせることが重要である（p. 10）としている｡
つまり，現在の中学校の英語の授業において，英語を通
じて実際にコミュニケーションを行う能力を育成するこ
とが重要視されており，コミュニケーションを中心とし
た授業，特にスピーキング活動を取り入れた授業が多く
行われている｡
　しかし，学習者は学習活動の中で，特に話す活動に対
して強い不安を感じるということが先行研究から明らか
になっている｡ 例えば，大学生を対象とした北條（1992，
1993，1995）では，学生は英語学習の中でも特に ｢みん
なの前で英語を話す｣，｢英語で意見を発表する｣，｢英語
によるディスカッションに参加する｣などの英語を話す
活動や，｢英語による質問を聞いてその答えを英語で書
く｣，｢答えを黒板に書く｣，｢授業中に英作文を書く｣な
どの英語を書く活動において不安を感じる人が多く，こ
れらの英語を話す活動や書く活動のような産出的な学習
活動に対して学生は強い不安を感じるという結果が出て
いる｡ その一方で学生は，｢３，４人のグループで練習を
する｣，「英文を黙読する」，「全員で英文を音読する」と
いった活動においては不安を感じる人は少なく，これら
の個人が目立たないような学習活動に対しては不安をあ
まり感じないという結果が出ている｡
　日本人中学生を対象とした佐々木（1993）では，不安
の高い活動として｢みんなの前で口頭発表やスキットを
する｣，｢英語の質問を聞き，その質問に英語で答える｣，
｢みんなの前で英語を話す｣などが挙げられ，生徒は｢み
んなの前で｣何かの活動（特にスピーキング活動）をす
ることへの不安が根強いということが明らかになった。
また，不安が低い活動として｢先生の後についてみんな
で繰り返す｣，｢授業中，黙読をする｣などが挙げられ，
教師の後について繰り返したり，黙読をしたりするとき
に全体的に生徒はリラックスしているということが示さ
れている。このように，学習者は話す活動や書く活動に
おいて不安を感じており，その中でも特に話す活動に対
して強い不安を抱いていることがわかる｡ 現在の中学校
の英語の授業はスピーキング活動を取り入れたものが多

く行われているため，英語の授業に対して不安を感じる
生徒は多いと予想される。

2.2�　英語の授業における教師の態度，性格，教え方と
不安

　2.1で述べたように，コミュニケーション活動が重視
されている現在，英語の授業に対して不安を感じる生徒
が多いと考えられる。そのため，教師は英語の授業にお
いて，生徒が感じる不安をできるだけ少なくするような
働きかけを行う必要がある。また，生徒が感じる不安に
は，英語の授業内における教師の態度や性格といった教
授スタイルが影響することがわかっている。例えば，日
本人大学生を対象とした北條（1992）では，英語の授業
において，教師が厳しい態度で間違いを訂正したり，大
げさな反応を示すと学生は強い不安を感じるということ
が明らかになった。その一方で，教師が間違いは誰でも
犯すものであるという態度や学生が間違えても大したこ
とではないという態度を取れば，学生の不安が低くなる
ということが明らかになった｡ また，教師の態度 ･ 性格
が親しみやすく理解があれば学生は不安を感じずに済む
が，授業中英語で発言するように励まされたり，発言し
たことに対して褒められたりすると不安を感じるという
ことも明らかになっている。これらのことから，教師が
学生に対して厳しい態度で間違いを訂正したり，励まし
たり，褒めたりすると生徒は不安を感じるということが
分かる｡
　一方で，北條（1992）とは反対の結果が出ている研究
もある｡ ベトナム人の日本語学習者を対象とした西谷・
松田（2003）では，先生が励ましてくれると感じている
学習者は，クラス活動に関する不安が少なく，意思疎通
にも自信を持つ傾向があると結論付けている。また，厳
しく訂正する教師のクラスでは，学習者のクラス活動に
関する不安度が低い傾向にあると結論付けている｡ また，
Young（1990）では，教師が学生の間違いを大げさに捉
えなければ，学生の不安が低くなるということや，学生
は授業中英語で発言するように励まされたり，褒められ
たりすることを肯定的に捉えていたということが明らか
になっている。
　このように，教師が外国語の授業において生徒を励ま
したり，褒めたりした際に生徒は不安を感じると結論付
けている研究がある一方で，不安をあまり感じないと結
論付けている研究もある｡ また，生徒が間違いを犯した
際にその間違いに対して教師が厳しく訂正すると，生徒
は不安を感じると結論付けている研究がある一方で，不
安をあまり感じないと結論付けている研究もある｡ 先行
研究において異なる結果が得られていることから，本研
究では英語の授業における教師の訂正の仕方や生徒への
対応の仕方と生徒が感じる不安についての調査を行って
いく｡

第３章　方　　法

3.1　本研究の目的とリサーチクエスチョン
　2.2で述べたように，先行研究において教師の訂正の
仕方や生徒への対応の仕方と生徒が感じる不安の関係に
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ついて異なる結果が出ていることから，本研究では英語
の授業における教師の訂正の仕方や生徒への対応の仕方
といった生徒から見た教師の教授スタイルと生徒が感じ
る不安の関係について調査を行った。
　調査を行うにあたり，英語の授業において生徒が感じ
る不安を測る尺度としてFLCASを用いた。FLCASは，
外国語教室不安尺度（Foreign Language Classroom 
Anxiety Scale）の略であり，Horwitz et al.（1986）が「コ
ミュニケーション不安」，「テスト不安」，「否定的評価へ
の恐れ」の３観点から作成したものである。FLCASは
全部で33の質問項目から構成されている５件法のスケー
ルであり，各質問項目を得点化すると最低33点，最高
165点となり，回答者の不安の程度を測ることができる。
また，FLCASはHorwitz et al.（1986）の研究において，
その妥当性と信頼性が示されており，多くの研究で使用
されている尺度である。しかし，FLCASを用いている
研究はカナダや北米の外国語学習者を対象としているも
のが多い。日本人英語学習者を対象とした研究に野口
（2006）やYashima, Noels, Shizuka, Takeuchi, Yamane, 
& Yoshizawa（2009）などがあるが，これらは大学生を
対象としたものであり日本人中学生を対象としている研
究はほとんど見られない。
　そのため，FLCASは日本人中学生に対しても，野口
（2006）やYashima et al.（2009）と同様の結果が出る
のかどうかをまず検討する必要があると考えた。これら
のことから，以下の２つのリサーチクエスチョン（RQ）
を設定した。
RQ1：日本人中学生を対象としたFLCASの結果は，日
本人大学生を対象とした結果と同様になるか。
RQ2：教師の教授スタイルは，英語の授業において生徒
が感じる不安にどのような影響を及ぼすか。

3.2　参加者
　参加者は国立中学校に通う３年生142名であった｡ 中
学１，２年生に比べて３年生の方が英語学習経験が長い
ため，授業内において英語でのやり取りや会話が多く行
われていると予想され，英語で発言をする機会が多いと
考えられるために３年生を対象とした。

3.3　マテリアル
　２種類のアンケートを使用した。１つは９項目から成る教
師の教授スタイルに関する質問であり，北條（1992）の研
究で使用されていた質問項目を参考にして作成した。もう
１つは，Horwitz et al.（1986）が作成したFLCASをYashi-
ma et al.（2009）が日本語に直したものについて，「外国語」
という表現を全て「英語」に置き換え，さらに一部の表現
を中学生に適切なものに修正したものを用いた。例として，
「外国語の単位を落としたときの影響が心配だ」を「英語

の成績が下がったときの影響が心配だ」に書き換えた。また，
どちらのアンケートも「とてもそう思う」から「全くそう思
わない」の４件法で尋ねた。本来，教授スタイルに関する
質問とFLCASはどちらも５件法のスケールである。しかし，
アンケートにおける尺度が奇数の場合，日本や中国などの
集合主義の国はアメリカやカナダなどの個人主義の国に比
べて真ん中を選ぶ傾向があり，さらに日本人と中国人とでは，
日本人の方が真ん中を選ぶ傾向が強い（Chen, Lee, & Ste-
venson, 1995）という研究結果がある。本研究においても
尺度を奇数にしてしまうと回答者が真ん中を選ぶ可能性が
高くなり，その結果データとして偏りが出てしまい，正確な
データを得ることができないと考えた。そのため，本研究
では４件法を採用した。

3.4　分析方法
　「とてもそう思う」を４，｢ややそう思う｣ を３，｢あ
まりそう思わない｣ を２，｢全くそう思わない｣ を１と
数値化して分析を行った。そのため，教授スタイルに関
する質問に関しては，数値が高いほど肯定的な意見であ
り，不安に関する質問に関しては，数値が高いほど不安
度が高いと解釈していく。アンケートのそれぞれの質問
項目の内容については，表３を参照されたい。
　RQ1「日本人中学生を対象としたFLCASの結果は，
日本人大学生を対象とした結果と同様になるか」を調査
するため，FLCASについて因子分析を行った。また，
RQ2「教師の教授スタイルは，英語の授業において生徒
が感じる不安にどのような影響を及ぼすか」を調査する
ため，教授スタイルについて尋ねている９項目の値と
RQ1で抽出されたFLCASの各因子に含まれる項目の平
均値について相関分析を行った。

第４章　結　　果

　初めに，アンケートの信頼性を確認するため教授スタ
イルについてのアンケートとFLCASにおいて，信頼性
を示すクロンバックのα係数を算出した。その結果，教
授スタイルについてのアンケートは0.66，FLCASは0.95
であった｡ 教授スタイルについての値が高くなかったが，
これは質問数の少なさに起因すると考えられる。

4.1　アンケートの概要
　生徒が教師の教授スタイルに対して抱いている印象を
把握するため，教授スタイルについて尋ねているアン
ケートのそれぞれの質問項目の平均値と標準偏差を求め
た｡ その結果，表１のようになった。このことから，実
験参加者は概ね教師の教授スタイルに対して肯定的な印
象を持っていたことが分かる。
　また，生徒が英語の授業において感じている不安の程

項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

平均値 3.67 3.87 3.61 2.94 3.38 3.42 3.37 3.61 3.37

標準偏差 0.53 0.35 0.62 0.87 0.77 0.71 0.74 0.63 0.71

表１　教授スタイルについてのアンケートの記述統計
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度を把握するため，FLCASのそれぞれの質問項目の平
均値と標準偏差を求めた。その結果，表２のようになり，
平均値が2.00以下の質問項目は６個，2.00から3.00の質
問項目は21個，3.00以上の質問項目は６個あった。数値
が大きいほど不安を感じていることになるため，本研究
の実験参加者は概ね英語の授業において，ある程度の不
安を感じていたことが分かる。
　特に，「10．英語の成績が下がったときの影響が心配
だ」と「11．英語の授業で動揺する人の気持ちがわかる」
の数値が高かったため，成績や授業に対して強い不安を
感じていることが読み取れる。

4.2　因子分析
　RQ1「日本人中学生を対象としたFLCASの結果は，
日本人大学生を対象とした結果と同様になるか」を調査
するため，FLCASについて因子分析を行った。その際，
因子負荷量が｜0.300｜未満の項目（「６．英語の授業中に，
授業と関係ないことを考えていることがある」，「10．英
語の成績が下がったときの影響が心配だ」，「19．先生が
自分の間違いをいちいち直しそうなので心配だ」，「31．
私が英語を話すと，他の人が笑うのではないかと思う」）
については，分析対象から除外した。その結果，表３の
ようになり３つの因子が抽出された。因子Ⅰには，人前
で英語を話すことや授業で発言することなどの授業内で
英語を話すことに対する不安についての項目に高い負荷
量が与えられていたため，因子Ⅰを「英語を話すことに
対する不安」とした。因子Ⅱには，授業の予習や内容理
解，テストなどの授業に対する不安についての項目に高
い負荷量が与えられていたため，因子Ⅱを「授業として
の英語に対する不安」とした。因子Ⅲには，自分よりも
他人の方がスピーキングが上手であることや英語が得意
であることなどの他人からの自分の見え方に対する不安
についての項目に高い負荷量が与えられていたため，因

子Ⅲを「周りからの評価に対する不安」とした。また，
各因子におけるクロンバックのα係数を算出したところ，
因子Ⅰは0.94，因子Ⅱは0.85，因子Ⅲは0.80となり，あ
る程度の信頼性は得られたと考えられる。
　本研究と先行研究の因子分析の結果を比較するために，
本研究の因子Ⅰ～Ⅲのそれぞれに含まれている項目が，
野口（2006）やYashima et al.（2009）の研究のどの因
子に含まれているのかまとめたのが表４，５である。ま
ず，FLCASは野口（2006）では４因子に，Yashima et 
al.（2009）では５因子に分けられており，本研究とは因
子数が異なった。また，「８．英語の授業中に行われる
テストでは，だいたい落ち着いている」，「11．英語の授
業で動揺する人の気持ちがわかる」の２項目については
野口（2006）で，「２．英語の授業で間違うことは，気
になる」，「８．英語の授業中に行われるテストでは，だ
いたい落ち着いている」「16．英語の授業の予習を十分
にしていても心配になる」，「30．英語を話すために勉強
しないといけない文法規則の数に圧倒される」の４項目
についてはYashima et al.（2009）で分析対象から除外
されていた。本研究と野口（2006）を比較した結果，本
研究の因子Ⅰに含まれている項目のうち，５項目が野口
（2006）の因子Ⅰに，１項目が因子Ⅱに，７項目が因子
Ⅲに含まれていた。また，本研究の因子Ⅱに含まれてい
る項目のうち，６項目が野口（2006）の因子Ⅱに，１項
目が因子Ⅳに含まれていた。そして，本研究の因子Ⅲに
含まれている項目のうち，２項目が野口（2006）の因子
Ⅰに，３項目が因子Ⅱに，２項目が因子Ⅳに含まれてい
た。本研究の因子Ⅰに含まれている項目の多くが野口
（2006）の因子ⅠとⅢに含まれていること，本研究の因
子Ⅱに含まれている項目の多くが野口（2006）の因子Ⅱ
に含まれていることが分かる。しかし，本研究の因子Ⅲ
に含まれている項目は野口（2006）の因子Ⅰ，Ⅱ，Ⅳに
満遍なく含まれている。このことから，中学生を対象と

項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

平均値 2.78 3.01 2.90 2.76 2.83 2.31 3.08 1.94 2.59

標準偏差 1.05 0.97 1.07 1.04 0.88 0.88 1.00 0.92 1.05

項目 10 11 12 13 14 15 16 17 18

平均値 3.32 3.27 2.75 2.77 3.06 2.51 2.12 1.80 3.05

標準偏差 0.90 0.88 1.16 1.08 1.09 0.99 1.03 0.90 0.88

項目 19 20 21 22 23 24 25 26 27

平均値 1.70 2.70 1.84 1.92 2.94 2.71 2.03 2.07 2.45

標準偏差 0.83 1.11 0.94 0.98 1.01 1.10 1.01 1.11 1.07

項目 28 29 30 31 32 33

平均値 2.66 2.45 2.50 1.88 2.90 2.84

標準偏差 0.94 1.03 1.14 1.05 0.99 1.05

表２　FLCASの記述統計
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した本研究と大学生を対象とした野口（2006）の結果は
一致しないことが分かる。また，本研究とYashima et 
al.（2009）を比較した結果，本研究の因子Ⅰに含まれて
いる項目のうち，３項目がYashima et al.（2009）の因
子Ⅰに，８項目が因子Ⅱに，１項目が因子Ⅲに，１項目
が因子Ⅳに，２項目が因子Ⅴに含まれていた。また，本
研究の因子Ⅱに含まれている項目のうち，３項目が
Yashima et al.（2009）の因子Ⅲに，２項目が因子Ⅳに
含まれていた。そして，本研究の因子Ⅲに含まれている
項目のうち，４項目がYashima et al.（2009）の因子Ⅰに，
２項目が因子Ⅲに，３項目が因子Ⅳに含まれていた。本
研究の因子Ⅰに含まれている項目の多くがYashima et 

al.（2009）の因子Ⅰに多く含まれていることが分かる。
しかし，本研究の因子Ⅱに含まれている項目はYashima 
et al.（2009）の因子Ⅲ，Ⅳに，本研究の因子Ⅲに含ま
れている項目はYashima et al.（2009）の因子Ⅰ，Ⅲ，
Ⅳに満遍なく含まれている。このことから，野口（2006）
と同様に中学生を対象とした本研究と大学生を対象とし
たYashima et al.（2009）の結果についても一致しない
ことが分かる。
　そして，各因子の因子間相関については表６のように
なり，因子Ⅰ「英語を話すことに対する不安」と因子Ⅱ
「授業としての英語に対する不安」（r＝0.71）において
強い正の相関が見られた。また，因子Ⅰ「英語を話すこ

項目 内容 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ

24 他の人の前で英語を話すとき，他の人からの視線が気になる 　0.908 －0.124 －0.071

20 英語のクラスで当たりそうになると，緊張する 　0.830 　0.059 　0.019

14 英語をネーティブスピーカーと話すとき，緊張する 　0.769 －0.212 　0.151

13 英語の授業で自分からすすんで答えるのは，恥ずかしい 　0.745 －0.046 　0.151

３ 英語の授業で当てられると思うと，緊張する 　0.722 　0.020 　0.147

15 先生が何を訂正しているのか理解できないとき，動揺する 　0.718 　0.146 －0.350

32 ネーティブスピーカーに会うとき，おそらくリラックスしていられると思う＊ 　0.613 －0.308 　0.411

２ 英語の授業で間違うことは，気になる 　0.606 　0.083 　0.013

27 英語の授業で話すとき，緊張したり，混乱したりする 　0.599 　0.155 　0.197

9 英語の授業で準備なしに話さないといけないとき，パニックになる 　0.580 　0.074 　0.256

33 先生が，予想外の質問をすると緊張する 　0.523 　0.224 　0.100

１ 英語の授業で話すとき，自信がもてない 　0.516 　0.085 　0.324

11 英語の授業で動揺する人の気持ちがわかる 　0.479 　0.060 　0.107

12 英語の授業では，緊張のあまり，知っていたことも忘れてしまうときがある 　0.378 　0.216 　0.137

22 英語の授業の予習をしなければならないというプレッシャーを感じる －0.202 　0.977 －0.090

21 英語のテスト勉強をすればするほど，混乱する －0.124 　0.792 　0.092

25 英語の授業は進むのが速いので，ついていけるかどうか心配である －0.014 　0.684 　0.178

29 先生の言うことがすべて理解できないと不安になる 　0.286 　0.491 －0.254

16 英語の授業の予習を十分にしていても心配になる 　0.132 　0.483 　0.161

30 英語を話すために勉強しないといけない文法規則の数に圧倒される －0.029 　0.475 　0.241

４ 英語の授業で先生の言っていることが理解できないと，不安だ 　0.366 　0.466 －0.209

８ 英語の授業中に行われるテストでは，だいたい落ち着いている＊ －0.029 　0.390 　0.092

18 英語の授業で話すのに自信がある＊ 　0.186 　0.087 　0.662

5 もっと英語の授業があってもよいと思っている＊ －0.197 －0.140 　0.576

23 常に，他の人の方が英語で話すのが上手だと感じている 　0.026 　0.327 　0.442

26 他の科目よりも英語の授業の方が緊張する 　0.138 　0.403 　0.430

28 英語の授業の前には，自信をもち，リラックスしている＊ 　0.185 　0.206 　0.427

７ 他の人の方が，自分より英語がよくできると思う 　0.302 －0.100 　0.360

17 よく英語の授業を休みたくなる 　0.104 　0.174 　0.304

注．＊は反転項目である

表３　FLCASの因子分析の結果
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本研究の因子Ⅰに含まれている項目 野口（2006）

1，２，３，９，11，12，13，14，15，20，24，27，32，33 因子Ⅰ：１，９，14，27，32

因子Ⅱ：15

因子Ⅲ：２，３，12，13，20，24，33

本研究の因子Ⅱに含まれている項目 野口（2006）

4，８，16，21，22，25，29，30 因子Ⅱ：４，16，21，22，25，29

因子Ⅳ：30

本研究の因子Ⅲに含まれている項目 野口（2006）

5，７，17，18，23，26，28 因子Ⅰ：18，28

因子Ⅱ：７，23，26

因子Ⅳ：５，17

注． 野口（2006）の因子Ⅰは「英語使用不安」，因子Ⅱは「失敗に対する不安」，因子Ⅲは「評価に関する不安」，因子Ⅳは「授業
科目としての英語に対する不安・不満」である

表４　本研究と野口（2006）の因子分析の比較

本研究の因子Ⅰに含まれている項目 Yashima et al.（2009）

1，２，３，９，11，12，13，14，15，20，24，27，32，33 因子Ⅰ：１，11，13

因子Ⅱ：３，９，12，13，20，24，27，33

因子Ⅲ：15

因子Ⅳ：13

因子Ⅴ：14，32

本研究の因子Ⅱに含まれている項目 Yashima et al.（2009）

4，８，16，21，22，25，29，30 因子Ⅲ：４，22，29

因子Ⅳ：21，25

本研究の因子Ⅲに含まれている項目 Yashima et al.（2009）

5，７，17，18，23，26，28 因子Ⅰ：７，18，23，28

因子Ⅲ：５，17

因子Ⅳ：５，17，26

注． Yashima et al.（2009）の因子Ⅰは “Lack of confidence in speaking English in class”，因子Ⅱは “Fear of speaking in pub-
lic”，因子Ⅲは “Anxiety about not understanding everything taught in class”，因子Ⅳは “Helplessness and negative atti-
tude toward the English class”，因子Ⅴは “Comfortableness in speaking with native speakers of English” である

表５　本研究とYashima�et�al.（2009）の因子分析の比較

因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ

因子Ⅰ 1.00

因子Ⅱ 0.71 1.00

因子Ⅲ 0.55 0.45 1.00

注．下線のついた数値は，r ≥ 0.70の値である

表６　因子Ⅰ～Ⅲの因子間相関
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とに対する不安」と因子Ⅲ「周りからの評価に対する不
安」（r＝0.55），因子Ⅱ「授業としての英語に対する不安」
と因子Ⅲ「周りからの評価に対する不安」（r＝0.45）の
それぞれにおいて中程度の正の相関が見られた。

4.3　相関分析
　RQ2「教師の教授スタイルは，英語の授業において生
徒が感じる不安にどのような影響を及ぼすか」を調査す
るため，教授スタイルに関する９項目の値とRQ1で抽出
されたFLCASの各因子に含まれる項目の平均値につい
て相関分析を行った。その結果，表７のようになった。
教授スタイルに関する項目である１～９とFLCASから
抽出された因子Ⅰ～Ⅲにおいては，中程度または強い相
関は見られなかった。このことから，教授スタイルと不
安には関連性がほとんどないことが分かる。

第５章　考　　察

5.1　RQ1について
　FLCASについて因子分析を行った結果，本研究では
因子Ⅰ「英語を話すことに対する不安」，因子Ⅱ「授業
としての英語に対する不安」，因子Ⅲ「周りからの評価
に対する不安」の３因子が抽出された。FLCASは野口
（2006）の研究では４因子に，Yashima et al.（2009）
の研究では５因子に分けられており，本研究で抽出され
た因子数とは異なっている。また，本研究の各因子に含
まれる項目が先行研究においてはどの因子に含まれてい
るのかまとめた結果，本研究の因子Ⅰは野口（2006）の
因子ⅠとⅢに，Yashima et al.（2009）の因子Ⅱに該当
することが明らかになった。しかし，全体的に考えると
FLCASの項目は満遍なく分かれている。抽出された因
子数が異なること，項目の分かれ方にばらつきがあるこ
とから，日本人大学生を対象にしたFLCASの結果がそ
のまま日本人中学生にも適用することは難しいと考えら

れる。したがって，RQ1への回答としては，日本人大学
生と日本人中学生ではFLCASの結果は異なる，と結論
づけることができる。
　そして，因子間における相関については，因子Ⅰから
Ⅲのそれぞれの因子間において中程度，または強い正の
相関が見られた。これは，３つの因子が異なる観点から
ではあるが全て不安について測定しているためであると
考えられる。特に，因子Ⅰ「英語を話すことに対する不
安」と因子Ⅱ「授業としての英語に対する不安」の間で
は強い正の相関が見られた。現在の中学校の英語の授業
はコミュニケーション能力の育成に焦点が当てられてお
り，生徒が授業内で英語を話す機会が多くなっている。
そのため，英語を話すことに対して不安を感じている場
合，授業としての英語に対しても不安を感じる傾向があ
ると考えられ，因子Ⅰと因子Ⅱの間では強い正の相関が
見られたと思われる。

5.2　RQ2について
　教授スタイルに関する９項目の値とFLCASの３因子
それぞれに含まれる項目の平均値について相関分析を
行った。その結果，教授スタイルに関する項目である１
～９とFLCASの因子Ⅰ～Ⅲにおいて特に目立った相関
が見られなかった。このことから，教授スタイルと不安
には関連性がほとんどないと考えられる。したがって，
RQ2への回答としては，教師の教授スタイルは英語の授
業において生徒が感じる不安にほとんど影響を及ぼさな
い，と結論づけることができる。そのため，英語の授業
において生徒が感じる不安に影響を与えている要因は，
教師の教授スタイルではなく，個人の特性や性別，学力
などである可能性が示唆された。

第６章　結　　論

　本研究の目的は，不安を測る尺度であるFLCASを日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ

１ 　1.00

２ 　0.38 　1.00

３ 　0.31 　0.35 　1.00

４ 　0.14 　0.16 　0.06 　1.00

５ 　0.05 　0.14 　0.02 　0.42 　1.00

６ 　0.13 　0.19 　0.16 　0.33 　0.51 　1.00

７ 　0.15 　0.15 　0.17 　0.36 　0.58 　0.78 　1.00

８ 　0.07 　0.09 　0.05 　0.15 　0.22 　0.39 　0.46 　1.00

９ 　0.05 　0.02 　0.03 　0.22 　0.31 　0.45 　0.49 　0.52 　1.00

因子Ⅰ －0.11 －0.25 －0.12 　0.00 －0.09 －0.03 －0.13 －0.21 －0.08 1.00

因子Ⅱ －0.10 －0.14 －0.13 －0.03 　0.03 　0.01 －0.08 －0.13 －0.04 0.72 1.00

因子Ⅲ －0.13 －0.30 －0.18 －0.12 －0.17 －0.20 －0.24 －0.18 －0.02 0.73 0.61 1.00

注．下線のついた数値は，教授スタイルに関する９項目とFLCASの因子Ⅰ～Ⅲの相関係数である

表７　教授スタイルに関する項目と因子Ⅰ～Ⅲの相関

－293－

英語の授業における教師の教授スタイルと日本人中学生が感じる不安の関係



本人中学生に用いた場合，日本人大学生を対象とした先
行研究の結果と同様の結果になるか明らかにすること，
英語の授業における生徒から見た教師の教授スタイルと
生徒が感じる不安の関係について明らかにすることで
あった。調査の結果，以下の２つのことが明らかになっ
た。①日本人大学生と日本人中学生ではFLCASの結果
は異なる。②教師の教授スタイルは英語の授業において
生徒が感じる不安にほとんど影響を及ぼさない。本研究
の限界点と今後の展望として，以下の２点が挙げられる。
まずは，研究結果の一般化である。今回の研究では国立
中学校の中学３年生124名を対象としたが，調査学年が
３年生のみであったことや調査校が１校のみであったこ
とから，今回の結果を一般化するのは難しいと考えられ
る。そのため，できる限り多くの学校で調査を行い，調
査の対象も中学３年生だけでなく，中学１，２年生や小
学生，高校生と範囲を広げて調査をしていきたい。そし
て，教授スタイルと不安に関連性がほとんど見られな
かったことである。本研究では，教授スタイルは生徒の
不安にほとんど影響を及ぼさない，という結果が出たた
め，英語の授業において生徒に不安を与えている具体的
な要因について明らかにしていきたい。
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